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　市民の皆様方におかれましては、ご健勝にて新春をお迎えのこと
と、心からお慶び申し上げますとともに、平素より大阪市政の推進
にご理解とご協力を賜り、深く感謝申し上げます。
　大阪市会では、社会情勢や市民ニーズに対応した改革や施策の推
進に努めております。2025年には大阪・関西万博が開催されます
が、大阪がますます魅力あふれる都市になるよう尽力いたしますの
で、引き続きご支援ご協力を賜りますようお願いいたします。
　皆様方にとりまして、今年もよい年でありますよう心からお祈り
申し上げます。

謹んで新春のお慶びを申し上げます

広田 和美 市会議長

平成30年度 一般会計等決算を認定しました
　大阪市会は、おもに平成30年度公営・準公営企業会計決算や一般会計等決
算などを審議する９～12月市会（定例会第３回）を開きました。一般会計等の
決算報告については、10月25日の本会議において、市長の説明を受けた後、決
算特別委員会を設置・付託し、７日間にわたる審査を経て、11月19日の本会議で賛成多数によ
り認定しました。※紙面左下に決算概要を掲載
　また、12月12日の本会議では、はとなどの動物にえさを与えたものが清掃など講ずべき措置
を定めるための条例改正案や、大阪港湾局を大阪府と共同設置するための規約案などの案件を
議決し、閉会しました。
　このほか、「臓器移植の環境整備を求める意見書案」などを可決し、内閣総理大臣をはじめとす
る各関係機関等へ送付しました。
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※１万円未満切り捨て（注）一般会計欄上段〔  〕書きは、実質収支額で内数。
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食肉市場事業会計 17 6500 17 6500 0

駐車場事業会計 26 6145 25 4847 1 1297

母子父子寡婦福祉
貸 付 資 金 会 計 9 1540 4 2405 4 9134

国 民 健 康 保 険
事 業 会 計 2949 9133 2927 3796 22 5336

心身障害者扶養
共 済 事 業 会 計 5 0289 5 0289 0

介護保険事業会計 2658 6423 2617 7259 40 9163

後期高齢者医療
事 業 会 計 318 2616 303 5815 14 6801

公 債 費 会 計 1 1877 1633 1 1877 1633 0

平成30年度
一 般 会 計 等 決算概要

10／25（金）　 本会議（一般会計等決算の上程・付託など）
  28（月）　決算特別委員会【一般会計等】（正副委員長の互選、説明など）
11／6（水）～8（金）・11（月）・12（火）
　　　　　　　決算特別委員会【一般会計等】（質疑）
  18（月）　決算特別委員会【一般会計等】（付託案件に対する態度決定）
  19（火）　本会議（一般会計等決算の議決）
  28（木）　本会議（一般質問など）
  29（金）　本会議（一般質問、追加案件の市長説明など）
12／４（水）～６（金）
　　　　　　　常任委員会（付託案件の審査など）
　　  12（木）　本会議（追加案件の議決）＜閉会＞

市会のうごき

○臓器移植の環境整備を求める意見書    
○ 2025年日本国際博覧会に寄与する淀川左岸線2期をはじめとしたインフラ
整備に関する意見書 （以上11月19日）
○あおり運転に対する厳罰化と対策の強化を求める意見書
○介護分野における文書に係る負担軽減の実現に向けた意見書 （以上12月12日）

可決した 意見書 意見書は可決後、国会及び
関係行政庁に提出します。

大阪維新の会 自由民主党・市民クラブ 公明党
大阪都構想について 淀川左岸線2期事業の

早期整備について
大阪・関西万博における
国際交流の促進について

○幼児教育無償化財源の活用について
○教育委員会事務局の4ブロック化について
○統合型リゾート（IR）の誘致について
○2025年大阪・関西万博に向けた取り組みについて など

○いまざとライナーの社会実験について
○塾代助成事業について
○市立高校の府への移管について
○府市港湾管理の一元化について など

○こども相談センターの機能強化について
○ひきこもり対策について
○災害時における被災者支援等について
○天王寺動物園の将来ビジョンについて など

現在、法定協議会において
特別区設置協定書の作成に向
けた議論が着実に進められて
います。より良い協定書の作
成、住民投票の実現に向けて、
市長の所見をお伺いします。

淀川左岸線２期は、新大阪
駅から夢洲へのアクセスルー
トとして活用できれば、万博来
場者の輸送に大いに貢献しま
す。万博でのシャトルバスのア
クセスルートとして活用でき
るよう、早期整備の実現に向け
た市長の考えを伺います。

将来子どもたちが万博の
思い出を語ることができるよう
に、また、万博で初めて来阪され
る方が再び大阪を訪れてみたい
という意識につながるように、
開催前から世界各国の人々と市
民の交流を促進する仕組みづく
りが必要ではないでしょうか。

市長 現在、法定協議会では、各会派の意見をもとに、
議論が進められています。協定書の取りまとめに向
けて、おおむねの方向性は固まったものと考えてい
ますが、今後さらに財政調整の協議が必要です。
　特別区と大阪府の事務分担に応じて財源を配分す
るという素案の考えは変わりませんが、移行期にお
ける特別区の財政基盤への配慮について協議してい
きたいと考えています。春には協定書案が取りまと
められ、来年秋から冬にかけての住民投票の実施が
可能と考えています。

市長 大阪・関西万博については、会場までの円滑な
アクセス確保が成功のカギの一つであり、万博開催
時には、淀川左岸線２期をシャトルバスなどに限定
して通行できるよう早期整備を図り、アクセスを充
実させることが必要と考えています。
　大阪市として、経済界などとともに早期整備のた
めの事業費確保について国や政権与党に要望してい
ます。確実に事業費が確保できるよう取り組み、早期
整備の実現に向けて努めてまいります。

市長 大阪・関西万博については、様々な体験を通じて世
界の課題解決につなげることはもちろん、あらゆる場面
で国籍を超えて交流が生まれ、参加者一人一人が貴重
な経験をしていただく「参加型」万博をめざしています。
　参加国スタッフが、万博期間の前後含め長期間大
阪に滞在されることから、市民と接することで地域
ごとの交流が生まれる可能性もあり、子どもからお
年寄りまで国際的な交流を推進することは万博の成
功にとって重要と考えており、引き続き博覧会協会
とも連携しながら検討していきます。

その他の質問項目 その他の質問項目 その他の質問項目
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杉村 幸太郎 議員 田中 ひろき 議員 西 徳人 議員

各 会 派 の 一 般 質 問

11月28日、29日の本会議では、各会派の代表議員が市政に対
する質問を行い、その質問に対して松井市長が答弁しました。


